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　2013年4月13日に「さんえす研修会」が行われました。
　今回は第１部に「生活クラブの自然エネルギー政策
を学ぶ」と言う項目で、生活クラブ生協神奈川から講師
として半澤彰浩常務をお招きして講演して頂きました。
　第２部では「生活クラブ・福祉クラブの開発改善運
動意見交換」を、両生協より大勢の理事の方々にご参加
頂いて、短い時間でしたが有意義な意見交換ができまし
た。
　第１部では、生活クラブが取り組んでいる自然エネ
ルギーを知るという事で、生産者である私達もヨー
ロッパの実状と日本での生活クラブの取り組みとを比
較しながらわかり易く講演して頂きました。
　また、さんえすクラブより㈲カワグチ企画の川口さ
んと生活クラブ農産物協議会の大久保さんがヨーロッ
パ研修旅行に参加していたので、研修の報告を川口さん
が行いました。

　第２部では全体会では生活クラブの藤田副理事長
と、福祉クラブの荒川副理事長に開発についての取り
組みについてお話を伺い、その後は分散会方式で３班
に分かれて2012年度の取り組みと2013年度の活動計画
について両生協の話を聞くとともに、生産者としての
立場から意見を出したり、非常に活発な意見交換がで
きたと思います。
　質疑応答の時間も十分に取っていたはずですが、ど
の班も時間が足りずに第３部の懇親会へ持ち越された
ようでした。
　今回の開発改善の取り組みについては以前より共同
開発のように互いに連携して行いたいとの意見が会員
より多く聞こえていたため、非常に活発な意見が交わ
されており、将来的にも討議を深め、協力関係を進め
て行きたいと思います。

●開催日時：�2013年４月14日㈯　14:00 ～ 17:30
●開催場所：生活クラブオルタ館スペースオルタ
●参 加 者：�さんえすクラブ会員 会社13社 15名　
　　　　　　生活クラブ 16 名　福祉クラブ 6名
●内　　容：
　【第一部】講師を招き学習会
　　テーマ　�「生活クラブの自然エネルギー政策を学ぶ」
　　講　師　生活クラブ生協神奈川　半澤彰浩 常務
　　報告者　カワグチ企画　川口さん
　【第二部】生活クラブ・福祉クラブの開発改善運動意見交換
　 ― 全体会 ―
　　生活クラブ神奈川の「開発改善運動」の取組み
	 生活クラブ　藤田副理事長
　　福祉クラブの消費材開発について
	 福祉クラブ　荒川副理事長
　 ― 分科会 ―
　　�生活クラブ、福祉クラブ、さんえすクラブそれぞれの参

加者によるA～ Cの 3グループに分かれての意見交換会
●懇 親 会：�レストランＷｅにて

さんえすクラブ研修会が開催されました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんえすクラブ会長　（株）浜食　中村 秀一郎

中村会長

半澤彰浩 常務 カワグチ企画　川口さん

12年度　さんえすクラブ研修会
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株式会社佐藤印刷所　山田恵介

　Aグループは、浜食の中村会長の誠実な進行のも
と、生活クラブ・福祉クラブ・さんえすクラブそれ
ぞれの、日頃の活動や消費材への情熱がほとばしる
意見交換がなされました。それは、今後の活動につ
いて可能性の拡がりを感じさせるものでした。それ
故に、結論という枠に収まるものではなく、まとめ
の報告をして下さった、カワグチ企画の竹野さんも
苦心されたのでは・・・

（株）ニッコー　山崎雅文

　さんえすクラブの研修会としては、初めてのテー
マとなる「開発改善運動」。
　予測はしておりましたが、忌憚ない意見が沢山出
てきて、時間の関係で途中で終わりましたが、まだ
まだ尽きない状況でした。次回以降に継続出来る内
容でもありますし、期待度も高いと思います。
　今回は初回ということもあり、幅広い中でのテー
マとなりましたが、次同じような機会がある時には、
テーマを絞り込んでさらに具体的に詰めて一つの結
論くらいまで出せると大きな成果となると思います。
良い機会を作って頂きましてありがとうございます。

　　　　　
株式会社 エコ・グリーン　大貫正人

　さんえす研修会第二部「生活クラブ・福祉クラブ
の開発意見交換」を行いました。
　分散会のグループディスカッションではライフ
アート佐藤丙午のコーディネーター役が上手く、い
ろいろ率直な意見が活発に飛び交いました。
　報告者の方はまとめるのが大変だったと思います
が、今後の消費材開発の参考になる貴重なお話が聞
けました。研修会参加の理事、組合員の皆様大変あ
りがとうございました。

株式会社 カジノヤ　宮下正一

　先ずは大変貴重な機会を設けて頂き、またご参加
頂きましたことを感謝しております。
　Cグループも消費材を巡って多くの意見が出まし
たが、私自身は事前学習が足りなかったため、とり
とめのない話をしてしまった事を反省しています。
次回は消費材に関するデータなどを準備して、より
具体的な意見交換ができたらと思います。

生活クラブ生協　副理事長　藤田ほのみ 福祉クラブ生協　理事　福光　早苗

「さんえすクラブ研修会」に参加して

　スイッチを入れれば、明るくなり、栓をひねれば、お湯
が出る。暑くても寒くても、ボタンを押せば快適になる。
その様な生活が東日本大震災後、当たり前ではなくなり、
節電やエネルギーのことを考えさせられましたが、また、
忘れていつもの生活を送っていました。今回、自然エネル
ギーの講義を受け、改めて環境も食と同じく重要な問題で
あることが確認でき、とても有意義でした。
　開発運動意見交換では、生活クラブ神奈川と福祉クラブ
どちらも組合員のニーズから開発改善を行い、それがまた
消費材への関心につながり、次を担う組合員を育てる力に
なっていることがよくわかりました。
　さんえすクラブとの交流を通して、組合員にも「さんえ
すクラブ」がかなり周知されてきたと思います。これから
も情報を発信していきたいと思います。

「さんえすクラブ研修会」に参加して

　今回の研修会には、生活クラブから共同購入政
策委員会メンバーを中心に、16名が参加させて
いただきました。第２部で行った、消費材の開発
改善運動についての意見交換会は生産者の皆さん
と熱心に話し合うことができ、時間が足りなくな
るほど盛り上がることができました。
　生活クラブでは新しい組合員の消費材の利用が
課題になっています。組合員が参加して、自分た
ちの必要としている消費材を開発、また改善し、
利用を結集していく活動は今とても大事な活動で
す。
　ぜひ、さんえすの生産者の皆さんと一緒に消費
材開発活動をすすめられたらと思います。

A グループ Cグループ 

Cグループ 
Bグループ 

分 散 会分 散 会
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（株）ウエルライフ
所在地：横浜市港北区新横浜２－８－４　　TEL 045－471－2521
取り組み品目：健康食品
　青みかんパワー 100、快適生活サラシアキトサン、快適生活歩歩酵母、
グルコサミン＆コンドロイチン、小麦若葉の青汁、イチョウ葉＋DHA・
EPA、フィッシュコラーゲンCF、E-SAN、イチョウ葉エキス錠、桑葉顆粒、
スーパー酵素、ファミリーウコンEX、コエンザイムQ10＆アスタキサン
チン、天然ビタミンCアセロラ、平田牧場コラーゲン、なつめ、緑の抑茶、
ブルーベリーエキス粒、ヘルシーFe
主な取引先：生活クラブ神奈川、福祉クラブ、生活クラブ東京、生活クラブ千葉

事業活動に関して：㈱ウエルライフは、組合員の健康管理を支援するため
に生活クラブ神奈川、福祉クラブ、さんえすクラブ有志、ワーカーズコレ
クティブあんずが出資して、1995年に設立しました。「自分たちの健康は
他人任せにしないで自分たちで管理していこう」という生活クラブの健康・
医療運動の中から生み出されました。まず、あんず薬局（漢方・ハーブ）
が生まれ、健康に関する様々な講座の開催、共同購入では健康食品を提供
しています。
　共同購入では、スーパー酵素、青みかんパワー 100、サラシアキトサン
など原材料にこだわり、生活クラブの基準にあった、安心して使える健康
食品を開発し、提案しています。

㈱秋川牧園
所在地：山口県山口市仁保下郷317　
取り組み品目：若鶏鶏肉、鶏肉加工品製造
主な取引先：生活クラブ事業連合生活協同組合連合会、生活クラブ・
スピリッツ（株）、他産直生協

事業活動に関して
　秋川牧園は昭和47年の創業以来、食の安心・安全に取り組んでき
た農業と食の会社です。創始者の「口に入るものが間違ってはいけない」という言葉を胸に、日々、安心・
安全な食を通して、皆さんの健やかな生活に貢献していきたいと考えております。
　主力の鶏肉事業に関しては、現在、山口県、島根県、福岡県、熊本県に13軒の契約農家を持ち、風通しがよく、

自然光が入る広々とした開放型鶏舎でゆったりと運動させながら、植物
性主体のエサを与え、抗生物質・合成抗菌剤を使わない飼育方法を確立
しています。また、えさに使われる原料は全て非遺伝子組み換えに特定
し、コーンは収穫後の農薬を使わないポストハーベストフリーコーンに
限定しています。また、鶏肉を使った加工品も、自社で工場を持ち、薄
味で化学合成の添加物を一切使わず、「お母さんと同じ視点」で作って
います。生産から製造まで一環で行うことによって、より皆さんに安心・
安全な食を提供することができているのです。
　「よい人生に　よい食べ物」という理念をもとに今後もまい進して参
りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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さんえす事務局長　小林　利明
共生食品㈱

㈲カワグチ企画  専務取締役　 川口　圭

株式会社 オリマツ
相模原営業所　瀬山　幸彦

　さんえすまつりも 3 年目を迎え、生活クラブ・福祉クラブの中でも
人気が相当上がってきました。
　さんえすクラブと会員名の認知度が上がってきており、交流会の回
数増加と供給アップにも徐々に繋がっています。
　この企画のメリットは供給アップはもちろん組合員との触れ合いの中
で開発や改良、良いところ悪いところなど発見する機会になります。
　たくさんのメリットがあるさんえすまつり（仮称）は全員参加が基
本です。会員・組合員共に＜愉しむ＞事ができる企画です！！！ 12
月 11 日は、予定しておいてください♪
※今年は名称の変更を検討しております。イイ名称がありましたら交
流企画部会までご連絡を！！！

　このたび「さんえすクラブホームページ」に「動画を
掲載しましょう」という新たな取組が開始されました。
　実はこの取組が開始されるまで、およそ１年間の時間
を費やして様々なルール決めを進めてまいりましたので、
万感の思い ( ←おおげさ ) がございます。振り返りますと、
情報部会内で動画掲載が議案に挙がったのが 2012 年 6
月 6 日のことでした。ある組合員さんが動画撮影をして
くださったカワグチ企画さんの交流会の内容を拝見させ
ていただき、その動画の出来栄えに、当日情報部会に参
加者していた６名全員が共感。
　You Tube でさんえすクラブの専用アカウントを取得
してさんえすホームページにリンクを貼ることができれ
ば、さんえすホームページへのアクセス数増加に繋がる
だろうと満場一致した記憶があります。
　その後、著作権、商標、肖像権、プライバシー、社会
的評価に関わる問題、個人情報保護の観点など、便利な
ツールを活用するがゆえのルールの明文化が必須との判
断に至り、話し合いを繰り返してまいりました。

さんえすクラブはまだまだ進化します !!

交流企画部会
報　　　　告

情報部会報告

５月下旬から６月初旬にかけて開催された、各生協総代会へ、下記の通りに出席しました事を報告致します。 
　５月17日㈮　W.Co協会	 １名参加	 ５月30日㈭　横浜北生活クラブ生協	 ２名参加　　
　５月30日㈭　横浜みなみ生活クラブ生協	 ２名参加	 ５月30日㈭　�湘南生活クラブ生協	 １名参加
　５月30日㈭　かわさき生活クラブ生協	 １名参加	 ５月31日㈮　さがみ生活クラブ生協	 １名参加　	
　６月３日㈪　福祉クラブ生協	 ３名参加 	 ６月14日㈮　生活クラブ生協神奈川	 ２名参加

▪ 2012年度通期データ　▪
1.生活クラブ組合員人数報告(13年３月末)
　班・戸配　　　　　45,452人
　デ ポ ー　　　　　21,978人
　　 計 　　　　　　67,430人
　４月～３月拡大数　　-492人

2.生活クラブ供給報告（４月～３月累計）
　班・戸配	 154億3788万円（95.6％）
　デ ポ ー	 4  0億4597万円（94.6％）
　　 計 		 194億8385万円（95.4％）
　一人当たり利用金額
　　班・戸配　 26,961円

　　デ ポ ー　 16,215円
3.福祉クラブ報告
　組合員人数　16,007人（13年３月末）
　供給高（４月～３月累計) 24億7,925万円

(前年比　97.2％）
　一人当たり利用金額　13,006円

さんえすクラブホームページに
動画を掲載しましょう

ニュース＆トピックス毎月更新します。積極的な貴社
アピールをお願いします。
消費材・製品情報、イベント情報、企業活動紹介etc

さんえすクラブ 検  索 ▼

日時　12 月 11 日（水）

場所　生活クラブ

　　　オルタナティブ生活館

全会員参加のほどお願い致します

★ 13年度も

 「さんえすまつり（仮称）」

　　　　　　　開催します★

6 月 2 日（日）、福祉クラブ生
協「第 18 回ふくしまつり」に、
さんえすクラブ会員 13 社が
参加しました。
心配された天候も当日は快
回復し、全 22 会場に来場者
7830 人、売上・チャリティ
カンパ458万円、加入25人と、
今年も盛況でした。

8 月 3 日（土）生活クラブ農
産物協議会の大久保さんの畑
で、さんえすクラブ会員と生
活クラブ・福祉クラブの組合
員、 職 員 30 名 以 上 が 集 い、
畑見学 + バーベキュー大会を
行い、とても楽しい 1 日を過
ごしました。

ふくしまつりに参加

さんえすクラブレクレーション企画開催


